
平成 31 年度(2019 年度) 第１回家庭科研究委員会 

平成 31 年(2019 年) 4 月 24 日（水） 於:熊本市国際交流会館 

 

1 家庭部会事務局より 会場について 

・基本的には尚絅高校にお願いし、毎回の内容によって決める。  

 

2 昨年度の活動報告・会計報告 会場費、書籍（資料）等で、残金なし 

 

3 役割分担  

○主査（代表として理事会に参加） ○会計（研究費 5 万円・学習ノート編集費は年度によっ

て変動） ○学習ノート ○研修会２～３回（１回は公開） ○家庭科情報 

 

4 本年度の活動計画  各高校から 

・単元が１時間で完結するノートのページが一つでもあると良い（最後に時間が足りなくなる

ような部分、保育・経済など）  

・いかに「かみ砕く」かが必要  「画像」から読み取る学習方法を取り入れてみたい  

・教科書会社が出版しているノートを使い、課題にもしている 

・フードバンク、服リサイクル、フェアトレードなどについての活動はできるかも 

・学習ノートの答えを毎年配付してはどうか 

・水のＤＶＤは水道局の経営企画部で対応してもらえるのでは？ 

・地震への備えや教育も 困っていることは「会計」 

・使えるところはなるべく使って、成績にも反映している 全部は使いこなせない 

・自分で取り組めるページがあるのが良い（生活時間） 伝統の割烹着、 

・クラスが多いと、実習も採点もたいへん 

・家庭基礎と生活デザイン、それぞれバラバラに進めている    

・１年間でバランス良く授業ができていない 「シラバスを作る」が目標、流れを作る必要  

 

①研修会  

・消費生活 「教え方」、視点、授業の組み立て方を学ぶための講師派遣を行うか？ 

 

②研究委員の研究活動、研修  

・水のビデオクリップ１本（家庭生活の視点）つくってみる 

 

③学習ノートの編集関係  

・１時間完結の内容     

・自習、自学できるページを検討  

・デジタル発行も視野に入れて、使いやすさを追求していく 紙代の上昇 

 

④家庭科情報の発行 

 

5 その他  

●学習ノートの編集費について 

●次回 ７月２週目を予定       自作プリント等持ち寄り 


